
１．政策分野別検証

２．政策ツール別のアンケート・ヒアリング結果

①観光リゾート
②情報通信・金融／国際物流／
産業イノベ―ション

③農林水産
④中小企業・雇用
⑤教育・人材育成
⑥文化

＜政策分野＞

⑦科学技術
⑧福祉・医療
⑨国際協力・県民協働
⑩社会資本整備・跡地利用・

防災・国土保全
⑪地域・離島の振興
⑫環境保全・再生・景観形成

Ⅳ 沖縄振興計画の総点検作業

・一括交付金 （予算ツール）
・北部振興事業（ 〃 ）
・沖縄離島活性化推進事業（ 〃 ）
・特区・地域制度（税制ツール）
・沖縄振興開発金融公庫（政策金融）

＜政策ツール＞

○ 沖縄振興基本方針を策定した国が、県・市町村の協力を得ながら、現行の沖縄振興計画の取組を検証

○ 具体的には、「検証シート」（国と県が協力して現行の沖縄振興計画の実施状況を取りまとめたもの）の内容も踏まえ、政策分野ごとにロジックモデルを整理し、
当該ロジックモデルに基づき各施策の有効性を評価するとともに、施策やその評価に関する論点を整理

○ また、沖縄振興計画の実施状況及び現状について、県及び県内市町村に実施したアンケート・ヒアリング等の結果に基づき、各政策ツール別に整理

＜考え方＞
基本方針に記載された沖縄振興に関する政策分野ごとに、現行振興計画に基づく
各分野の施策が、これらの施策に関連する成果指標等の達成に向け、どの程度有
効に機能したか等について検証
※検証対象期間は平成24～30年度であり、新型コロナウィルス感染症の影響等は考慮されていない

＜検証方法＞
① 振興計画に位置付けられた基本施策及びそれを構成する施策を12の政策分野に分類

② 政策分野ごとに、当該分野の基本施策における目標とするすがた（「最終アウトカ
ム」）、当該基本施策を構成する施策の成果指標（「初期アウトカム」）、当該
施策に対応する各種取組を基にロジックモデルを整理

③ 各アウトカムの改善状況の動向を踏まえ、各施策の有効性を評価するとともに、当
該施策やその評価に関する論点を整理

基本方針に記載された沖縄振興の推進に当たっての基本的な視点（地元の創意工夫、主体間・施策間連携、選択と集中、
検証・見直し）に照らして、各政策ツールが沖縄振興の仕組みとしてどう機能したのかを県及び県内市町村を対象に実施
したアンケート・ヒアリング等の結果に基づき整理

※アンケート・ヒアリングの概要
各政策ツールに対する課題認識等について、県及び各市町村等に対する書面調査（アンケート）及び県及び各市町
村の首長及び実務担当者を対象とする対面調査（ヒアリング）を実施 7



【ロジックモデルによる政策分野別検証】
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